
「できるようになったら」と待つのではなく、本人の意欲こそ重要なファクター。
“どうすれば叶えられるか”を考え、実体験から意欲を掻き立てました

ありがとうございます。
個人的にも夢を叶えてあげようと思いました。ご家族より

地域連携による回復の流れと支援体制の構築
A様の事例から、支援体制をより実効性あるものへ見直し

新規事業でのアプローチ！

「緑区子育て支援拠点いっぽ」との連携
ママの悩み相談会精神的

支援

物理的
支援 「横浜市緑区役所保健師」との連携

産前産後支援サービス説明会
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社会福祉法人 奉優会ホームページ
https://www.foryou.or.jp/問合せ先 毛利 美根子

等々力の家 豊友会（家族会）名誉会長
社会福祉法人 奉優会 評議員 

　等々力の家の家族会は、長年ご自宅で介護を続けてこられたご家族が、
「入所後も何か職員の皆さんのお力になりたい」という思いから生まれた
集まりです。私自身もその一員として関わってまいりました。家族が退所し
た後も、そのつながりは途切れることなく、現在も買い物ボランティアなど
の活動を続けているメンバーがおります。家族会としての活動の形は変化
しつつありますが、そこにある思いや関係性は、今もなお大切に受け継が
れているものと感じております。
　私はこれまで、等々力の家の家族会として、毎回事例研究発表会を拝見
してまいりました。第1回より家族会を代表して参加し、その後は家族会
名誉会長、評議員という立場となってからも、引き続き出席しております。
　第1回の発表では、胃ろうで栄養を摂られていたご利用者が、かつて仕事
にされていたソーセージづくりをきっかけに「食べる意欲」を取り戻された
事例が紹介され、今も強く印象に残っております。その発表に触発され、
家族会でも実際にソーセージづくり体験会を開催したことを思い出します。
　事例研究発表会初期の頃からパワーポイントを活用し、職員の皆さんが
「より良いケアを目指したい」という熱意を持って取り組まれていた姿に、
深い感銘を受けました。現場の実践を言語化し、共有していく文化は、その
頃からしっかりと根づいていたのだと感じております。
　その後、コロナ禍でのWeb開催を経て、現在ではAIの活用が語られる
時代となりました。発表の質や視点、テーマは年々広がり、まさに隔世の感
があります。学び合い、それをより良いケアへと還元しようとする姿勢は、
家族の立場から見ても大きな安心と信頼につながっています。

　今回、特に印象に残ったのは、最優秀賞を受賞された目黒中央の家の取り
組みです。記録AIを活用した分析をもとに、チームで一人ひとりに丁寧に
寄り添った支援が行われていることが、よく伝わってまいりました。
　また、理事長賞を受賞された霧が丘地域ケアプラザの産後うつへの取り
組みも、少子化が進む社会において極めて重要なテーマであると感じました。
職員が専門性を高め、その知識を地域へと広げながら、地域全体で子育て
を支えるという視点は、高齢者分野にとどまらず、奉優会が幅広い世代を
支える存在であることを実感させるものでした。
　こうした取り組みをさらに広げていくためには、「次につなげる」という視点
が欠かせないのではないでしょうか。発表された実践が現場にどのような
変化をもたらし、事業部全体へどのように展開されていったのか―その
歩みまで共有されることで、学びはより一層力強いものになるはずです。
　事例研究発表会が、これからも奉優会の
未来を切り拓く原動力であり続けることを
願っております。
　そして、長年介護に携わってきた一人として、
介護の根底にあるのは愛情であり、一人ひとりに
丁寧に向き合う姿勢であると実感しております。
その思いが大切に受け継がれ、さらなる飛躍へと
つながっていくことを心より期待しております。

第18回奉優会事例研究発表会が令和8年2月22日（日）にハイブリッドにて開催され、法人職員はじめ自治体、学校関係者の
皆様745名が参加されました。
全235事例の中から46事例の発表がありました。そのうち表彰10事例を紹介させていただきます。

家族会の視点から振り返る事例発表会

認知症のある入居者の言動に戸惑いながらも、「なぜその行動が起きているのか」をチームで考え続け、取り組みは3年目になりました。
認知症評価（DEMBASE）や介護記録を通して気づきを見える化し、誰が関わっても同じ視点で寄り添えるケアを目指した取り組みです。

ご家族の「最期は在宅で」との思いから、2025年6月に三軒茶屋看多機の利用を開始しました。しかし、直後に急激な状態悪化により酸素療法と点滴治療を
開始し、6月26日に看取り契約を締結、余命1週間と宣告されました。重度の要介護状態の中で在宅生活を諦めかけていた利用者様とご家族が、三軒茶屋
看多機およびその他の医療機関等と連携することで、日常を取り戻し「生きる意欲」をつないでいったプロセスについての発表です。

特別養護老人ホーム 上用賀の家
優っくり看護小規模多機能介護 上用賀
所 在 地 世田谷区上用賀6-2-9

アクセス 東急田園都市線「用賀駅」 徒歩16分

事業内容
特別養護老人ホーム（29名）
看護小規模多機能型居宅介護（登録29名）
地域交流スペース

開所式の様子 グループホーム 共同スペース 看多機 居室 地域交流スペース

優っくりグループホーム 板橋四葉
優っくり看護小規模多機能介護 板橋四葉

見学・入居・利用をご希望の方はこちら

関係者の皆様にご参加いただき、開所式を執り行いました！

産後うつは早期発見と継続的な支援が鍵となります。霧が丘地域ケアプラザでは、一人の母親との出会いをきっかけに、地域・行政・医療が連携し、支援の
あり方を見直してきました。その支援の過程と母親を地域で支える仕組みの重要性を紹介します。

川崎有馬デイでは、ご利用者一人ひとりの「やりたい」という想いを大切にしています。機能訓練だけにとどまらず、夢の実現につながる「外出支援
（トラベルデイ）」を通じて、意欲と笑顔を取り戻された事例をご紹介します。

30代前半の経産婦
夫・長女・次女の4人家族
表情や言動に元気が乏しく
産後うつが懸念される様子で来所

地域と連携した新たな取り組みや、他地域
の先進事例を踏まえつつ、シニアやママ
ボランティアなど地域資源を効果的に
活用し、地域全体で親子を支える体制
の構築を推進していきます。

DEMBASEを活用したケアの実践により
一度は状態の改善がみられたが、担当職
員の変更により再び拒否行動が増加して
しまった…。

施設全体の共通文化
として根付かせる

認知症の周辺症状をNPI評価で数値化し、 
症状の変化やケアの効果を見える化する。

産後うつとは？育児や日常生活に強い負担を抱えたA様

ご利用者一人ひとりの「やりたい」「もう一度叶えたい」という想いを大切に、その実現に向けた支援を広げていきます。
夢や目標を日々の活動や機能訓練につなげながら、これからも人生の楽しみや自信を取り戻す支援を続けていきます。
そして、想いを力に変え、心が弾む毎日につながるデイサービスを目指していきます。

本事例は、看取り期においても「その人らしい日常」を支える視点の重要性を示しました。今後も多職種が連携し、看護小規模多機能
の柔軟なサービスを活かしながら、利用者一人ひとりの思いや今後の展望、可能性に寄り添った在宅生活支援の実践を深めていきた
いと考えています。

今後の展望

産後の不安を抱える母親を早期に支えられる体制が着実に広がってきました。
今後も行政・医療・地域が連携し、霧が丘ケアプラザが“つなぎ手”として地域
資源を結びながら、誰もが安心して子育てできる環境づくりを進めていきます。

霧が丘地域ケアプラザは子育て中の息抜きが
できる場所です。同じように産後うつで悩む
ママがいたらぜひ協力させてください！（A様より）

今後の
展望

今後の
展望

新しい事への不安感が強い
心優しい一面を持っている性格

大声、拒否、職員を叩く
強い不安や拒否の言動が続く…周辺症状

「感じるケア」から「見えるケア」そして「つながるケア」へつながるケア

NPI評価を実施し状態を客観的に整理
チームで共有し個別ケアの目標を設定

共通理解をつくる1

課題に対して関わり方を工夫して実践
職員の気づきを残しケアの振り返り

気づきを行動にする2

効果のあった関わりを言語化
誰でも実践できる形に整理し共有

見える化し文化につなげる3 ＋ ショートステイ特養

殺すなら殺せー！

（要介護4）T様

Ｙ様

想いを受け止め、無理のないケアで寄り添う

家族
医師

2023年 2024年2月

原因不明の
咽頭痛

甲状腺がん
内服治療

2025年2月

硬膜下血腫で
入院 ADL低下

ショートステイ
利用

ご利用までの経緯

子どもから少し離れて、
気分転換に事業に参加

メンタルクリニック通院
産後うつ病と診断

家族で外出できるように
産後はじめて『楽しい』

Aさまの
状況・心情

ケアプラザの
働きかけ

眠れない、頭が休まらない
体が重い　 髪がボサボサ
今日が始まるのが嫌だ

支援事業参加の声掛け
相談支援

地域連携、情報提供
支援体制の構築

継続したつながり
伴走支援の実施

通院をしたくなかったが
A様の支援体制を構築
していくことで不安が解消

MEMO

現在は自死による死亡要因が最多
初産婦・経産婦とも発症するため、
長期的な見守りと支援体制が重要

10人に1人～2人が発症

発症時期 出産後2週間以降～数ヶ月以内
数週間～数ヶ月持続期間
医療介入が必要対応方法
10～15％程度発症率

適切な治療等がなければ
慢性化することも

座談会開催

78歳男性
転倒や入院で歩行機能が低下
現在は電車に乗る機会がなくなり、
目標も諦めがちになりリハビリにも意欲低下

若いころから電車に乗ることが好き
奥様と全国各地を旅行生活歴

意欲を取り戻す取組み

全国各地への旅行の思い出話に
花が咲き、お仲間との会話も増えた

自主トレ・リハビリへの挑戦
拒否していた
訪問リハ導入！

機能訓練の拒否

ショートステイ利用

デイの利用 週2日

毎月2回
（2泊3日）

10～20％

取り組み前

週3日

取り組み後

キャンセル0%
拒否による

0回

鉄道をテーマにしたテレビゲームに挑戦！ のっちゃえDENSYA

「死んじゃいそう」

出来る限りのケアをしたい、
介護経験なく不安…

身体的負担や苦痛を
少なくし、穏やかな最期を
迎えられるケアが必要

（要介護5）Y様

DEMBASEとは？MEMO

また電車に乗ってでかけたい
出かける喜びを取り戻したい

また電車に
乗りたいな～

歩けるように
なりたいな

改札を通過！ 電車の旅を
楽しみました！

いよいよ乗車！

車椅子から
シートへ

取り組みの成果

CONTACT

看多機グループホーム

03-6909-9720

点数が高いほど周辺症状が強くなります

気持ちに寄り添い、
否定せずに思いを受け止める

感覚に頼った対応から脱却し、「ケアの見える化」を実践 不安や拒否が減少し
自分らしい生活を

送ることが出来るように！

本人が落ち着くことができる工夫
環境面 安心できる居場所づくり

精神面
「一緒にいますよ」と安心を伝える

ポジティブな声掛けの実践

関わり方の 気持ちへの
ユマニチュード バリテーション

技術 共感

穏やかに過ごせる
時間が増えました！

T様が好きな人形をそばに
置くことで自然と笑顔に…！

介護記録
AI

記録の比較分析を実施し
ケアの方向性を確認

不安・拒否の記録が
大幅に減少！
不安・拒否の記録が

不安・拒否の記録 65%
R6年

20%
R7年項目

適切な睡眠が取れているか
データをもとに確認

平均睡眠時間が
3時間増加！
平均睡眠時間が睡眠

データ 平均5時間
R6年12月

平均8時間
R7年7月

実施したケアによる
変化を数値化し確認

合計点も
大幅に減少！
合計点も

82点
（1回目）（5回目）

48点NPI評価

易刺激性 不安 興奮 妄想

（※項目抜粋）1回目 5回目

酸素療法、週2回の点滴を実施
毎日状態確認し医師に相談
経口摂取方法を家族に指導

入浴をさせてあげたい。
少しでも動けるようにリハビリしてほしい。

心も体も更に回復
ご家族と神社への外出
入浴も週2回に増加

111日ぶりに
来所が実現

往診医との密な連携6月～7月 家族の思いに寄り添う支援8月～9月 その人らしい生活を支える10月以降

マッサージ・車椅子移乗訓練を実施
酸素ナシで生活可能に
点滴も0に！

訪問看護/介護スケジュール
月
足浴
手浴
排泄

全身清拭
洗髪
排泄

火

排泄

水
足浴
手浴
排泄

木
全身清拭
洗髪
排泄

金

排泄

土・日

水分摂取量
BI（ADL評価指標）

6月
309ml
0

約2.5倍！
ADL向上！25

823ml
12月

酸素療法を開始 安全に洗髪を実施

上下肢の可動域訓練 足浴で浮腫改善

ご家族

毎日の訪問でやり方も教えてもらい、
不安も解消されました

歩けるようになりたい！
孫の結婚式に参列したい！

Y様

ご家族

つらい

（要介護2）S様

目標

New Open!2026年3月1日

New Open!2026年6月1日

所 在 地 板橋区四葉1-16-13

アクセス 東武東上線「下赤塚駅」 徒歩18分

事業内容
認知症高齢者グループホーム（18名）
看護小規模多機能型居宅介護（登録24名）
地域交流スペース

03-6909-9720

公式HP Instagram 公式HP Instagram

yotsuba-kantaki@foryou.or.jpyotsuba-grouphome@foryou.or.jp

見学・入居・利用をご希望の方はこちらCONTACT

看多機特養

03-6804-459303-6804-4591

公式HP Instagram 公式HP Instagram

kamiyoga-kantaki@foryou.or.jpkamiyoganoie@foryou.or.jp

施設長 市宮の
インスタでも発信中！

通院により症状が
落ち着きはじめ、
回復傾向にある

玄関入り口 特養 共同スペース 看多機 共同スペース 地域交流スペース

優秀賞2

最優秀賞1

平田 菜津子・志賀 千恵子
特別養護老人ホーム 目黒中央の家
東京都目黒区

平田が
ご報告
します！

池田 春香・上田 ゆうか・吉田 雅也
優っくり看護小規模多機能介護 三軒茶屋
東京都世田谷区

上田が
ご報告
します！

1日の瞬間も、365日の積み重ねも、あなたらしく
ショートステイと特養の個別認知症ケア ～DEMBASE×AI～

地域で支える産後うつ
～支援から見えた課題と可能性～

生きる力をつなぐケア
～家族とチームが寄り添いあきらめかけた日常を取り戻す～

理事長賞3

山口 桂・苫米地 博子
霧が丘地域ケアプラザ
神奈川県横浜市

山口が
ご報告
します!

常務理事賞4

加藤 久可
奉優デイサービス 川崎有馬
神奈川県川崎市

加藤が
ご報告
します!

～役割と外出支援で、もう一度自分らしい生活を～
「やりたい」が力に。心弾む「トラベルデイ」への挑戦
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定着できる環境づくりが課題

日常の中で支え合える仕組みと関係性づくり

今後の展望

指定管理者変更を契機に、ひだまり友遊会館では施設の役割を見直しました。利用者の固定化や新規が参加しにくい、居場所感や気軽さがない等、
“居場所”を軸に、健康・就労・学び・交流を一体的に展開し、個人・集団・地域へと支援が広がる「重層的支援」の実践です。

今年度より外国人職員の定着支援と多文化共生の職場づくりを目的に「ダイバーシティ委員会」を発足しました。言語や文化の違いによる不安や孤立と
いった課題に対し、多言語研修や相談体制、異文化交流など、組織で支える仕組みづくりを進めています。

始まりはオレンジカフェだったほうじ茶の会♪。コロナの影響もあり徐々に参加者が減少。区民に必要とされているサロンではないのではと、再評価。
“区民が求めているサロンの運営をすること＝地域包括支援センターの役割”と考え、新たなサロン立ち上げまでの道筋をご報告します。

グループホームつばめの里では、夜間トイレ時の転倒事故をきっかけに睡眠障害の分析を行いました。独自の分析シート（プロンプト表）を用いて睡眠状
況を可視化し、薬に頼る前に生活リズムや日中活動を見直す支援を実施しました。本事例は、利用者の意思や生活のリズムを尊重し、「その人らしく過ご
す権利」を守る視点に立ち、睡眠の安定とADL・QOLの向上につながったケア改善の実践です。

「支え合い、幸せを育み、つなげる」という行動指針のもと、利用者一人ひとりの人生や想いに寄り添い、その人にふさわしいケアを形にする、奉優会独自
の取り組み「ケアはぴ」。沓掛ホームでは、リスク回避だけにとらわれず、利用者一人ひとりの「人生」や「想い」に寄り添い、多職種で支える沓掛流ケアはぴ
を実践し、“その人らしさ”を最期まで守り抜いています。

実態調査により明らかとなった業務負担の構造と認識のギャップを踏まえ、地域全体で支える仕組みづくりを推進する取り組みです。組織的対応と
継続的な連携の場を通じて、ケアマネが本来の業務に専念できる環境整備を目指します。

人事からのお知らせ

68名の新入職員が入社 いたしました！ 私たちの想いを、動画で届ける。
令和8年4月

奉優会では毎年たくさんの新卒職員さんたちが新しく仲間となり
ます。新卒33名、ＥＰＡ介護福祉士候補生35名が入職されました！
令和7年12月に「カジュアル内定式」と題し、全員がカジュアルスタ
イルで参加。先輩職員とランチを楽しみました。

奉優会のスタッフや介護の仕事の魅力を、より多くの方に知っていた
だく機会のひとつとして、CMを作成いたしました。
テーマは「らしさ」。趣味や特技などのやりたいことを活かしながら、
自分「らしく」働きたいと考えている方へ、このCMが新たな一歩を
踏み出すきっかけになればと思っております。

豊富な研修・教育制度、自身の可能性を広
げられる多様なキャリアプランがあり、無資
格・未経験でもスキルアップを目指せます！
自分に合った働き方でぜひ一緒に
働きませんか？

令和7年入社22名の技能実習生も活躍中！理事長とランチ！

完成したCMは
こちらから

ご覧いただけます！

新卒採用のInstagramでは、
入職式の様子やイベントの様子
などもご覧になれます。

新卒採用
Instagram

@HOUYUKAI_SHINSOTSUSAIYOU

所 在 地
北区滝野川1-46-7
（北区立滝野川東
区民センター 2階）

アクセス 都電「滝野川1丁目」 
徒歩3分

事業内容 介護予防拠点施設

施設名称 ぷらっとほーむ
滝野川東

所 在 地 東京都文京区千駄木
5-19-2

アクセス 東京メトロ千代田線
「千駄木駅」 徒歩約5分

事業内容
特別養護老人ホーム（105名）　 ショートステイ（6名）
通所介護（30名）　 地域包括支援センター
居宅介護支援事業所

施設名称 特別養護老人ホーム 
文京千駄木の郷

ニーズの再評価
講演会と納棺体験の企画・開催

重層的支援＝「切れ目のない支援・地域でささえていく仕組み」

地域に
『グリーフケアの場』が必要

「ほうじ茶の会」は
新たなステージへ!!

区内全域対象に
グリーフケアを行うサロンにしたい！

連携と調整 グリーフケアサロンとして
「ほうじ茶の会」リスタート！

沓掛流ケアはぴ術

一番近くで見守る私たちだからこそ、想いを拾い、幸せをカタチにすることが出来る

沓掛ホームの強み＝多職種連携

食事を拒否する日が続く…

大好物のラーメンなら
食べてくれるのでは…？

七夕の短冊にラーメンが食べたいって書いていた！

どんな状態になっても“大好きなラーメンが
食べたい”と願っているはず…！

笑顔で完食!!!

ラーメンをきっかけに食事量がUP！
“食べる”意欲が増加し“生きる”意欲へ

ラーメンの香りとスープを湿らせたガーゼで、
匂いと味覚を感じていただく

嗅覚・味覚への刺激

M様らしい生活を過ごした3年後

絶え間ないケアの実現 「自分らしくありたい」利用者の「声なき声」を拾う
多職種で即時共有・即時対応 介護士・看護師・医師・ケアマネ

機能訓練士・管理栄養士・相談員

高齢者の生活支援は介護保険だけでは足りず、ケアマネジャーが本来行わない業務支援（シャドウ・ワーク）がある

ケアマネに業務外支援が集中
利用者認識とのギャップ

睡眠障害は夜間だけの問題ではなく、生活全体に影響する課題です。本事例では、記録と分析を重ねることで課題を可視化し、
非薬理的支援と医師との連携を組み合わせた本人中心のケアを実践しました。その結果、無理のない形で安全性と生活の質の
向上につながりました。今後も権利保障の視点を大切にし、他利用者への展開を検討していきたいと考えています。

利用者・職員、みんなの
“幸せ“（ハピネス）を守る

想いをカタチにする
どんな状態になっても自分らしく高齢者福祉課、社協、ボランティアとの、

度重なる調整ミーティング

毎月第3月曜日 14時～16時
初回開催日がついに決定！！いつ？

どこで？ “ジオラマ”が置かれた
静かに語れる喫茶店！

資金は？ 社会福祉協議会の“資金補助”決定！

だれが？ 世話人“3人”が決まり団体化へ！
荒川包括は運営支援として関与

24時間認知症プロンプト表にて詳細記録 睡眠時間をもとにK様の状態を分析
睡眠、行動、気分、排泄を記録
期間は5か月間
職員全員で実施

本人の不安や思いを丁寧に聞き取り、
写真や動画で情報を伝えることで理解
と納得を支援するとともに、見守り方法
についても本人の同意を得たうえでプラ
イバシーに配慮した環境調整を行い、
本人の意思を尊重しながら「その人ら
しく過ごす権利」を支える関わりを実践
しました。交流イベントを通して

お互いの関係性を構築
安心して
働ける環境へ 法人の魅力アピールに

記録分析による課題の可視化 現状分析～睡眠時間～ 役割・活動支援 結果

権利尊重が
生活の質を高める

CHECK! 多文化交流が「定着支援」と「職場活性化」へ

施設入所時

多職種間で素早い情報共有
些細な変化にいち早く対応

施設入所時 お看取り期

所 在 地

アクセス

事業内容

施設名称

所 在 地

アクセス

事業内容

施設名称

所 在 地

アクセス

事業内容

施設名称

大田区大森東3-6493-1

京急本線「大森町駅」 徒歩16分

特別養護老人ホーム（108名）　 ショートステイ（13名）
看護小規模多機能型居宅介護（登録29名）　 地域交流スペース

（仮称）大森東三丁目
特別養護老人ホーム

目黒区目黒1-1-27

ＪＲ山手線「目黒駅」 徒歩約8分

特別養護老人ホーム（29名）
認知症高齢者グループホーム（27名）　 地域交流スペース

（仮称）目黒一丁目
地域密着型複合施設

所 在 地

アクセス

事業内容

施設名称

足立区西新井本町4-61-30

日暮里・舎人ライナー「江北」駅 徒歩14分

認知症高齢者グループホーム（27名）
看護小規模多機能型居宅介護（登録29名）　 地域交流スペース

（仮称）西新井本町四丁目
地域密着型複合施設

世田谷区北烏山9-25-26

京王線「千歳烏山駅」 徒歩15分

（仮称）北烏山
障害者グループホーム

共同生活援助（9名）

※建物を改修整備して運営予定

奉優会では一緒に働く仲間を募集中！

92歳女性

アルツハイマー型認知症/
高血圧/糖尿病

おしゃれで可愛いものが大好き
入居後しばらくは自立した生活を送っていましたが、夜間の不眠と昼夜
逆転が進行し、「眠いのに眠れない」と不安を訴えるようになりました。
また、日中の眠気やふらつきにより、朝方を中心に転倒やヒヤリハットが
増加しており、睡眠改善が課題となっています。（要介護1）K様

月・火 0時間

睡眠時間 K様の状態
不安と寂しさ
の訴え

足がつり、痛みで
眠れない
トイレ頻回

6.5時間水

身体はヘトヘト
歩行不安定

15時間木・金

まとめて寝た分
元気になる

8時間土・日

睡眠中/落ち着き/
覚醒/徘徊/興奮

落ち着いている/
不安

眠そう/覚醒

睡眠チェック

トイレ声かけ

覚醒時の安心
声かけ/
刺激を抑える

0:00

時間 活動内容 観察された行動

2:00

4:00

グリーフは多岐にわたる

回復には“ゆらぎ”の時間が必要

回復にはプロセスがある

令和7年5月19日開催！

参加者の声

じっくり聴いていてもらえた
近くに話が出来る場所があってよかった
なかなか親しい人には話せない

【 サロンの3つの特徴 】

地域課題

調査結果を踏まえ、シャドウ・ワーク軽減に向けた取り組みを実施中野包括の実践調査結果

ケアマネジャーの役割や業務範囲について地域や関係機関への理解を促進するとともに、保険外サービスや地域の社会資源の
活用を進め、ケアマネジャーが本来業務に専念できる地域支援体制の構築を目指します。

居場所は支援の終着点ではなく、新しい関係や役割が生まれる出発点です。信頼や交流をきっかけに、個人支援から集団、地域へと関係が
広がっています。今後も人と人とのつながりを育みながら、重層的支援の循環を地域の中で広げていきます。

今後の展望

利用者の固定化、新規が参加しにくい、居場所や気軽さがない課題

一人ひとりに寄り添う“個人支援”

【個人】 相談 【集団】 講座・居場所・活動支援 【地域】 関係機関や地域との連携

第21回生涯大学
学園祭の運営に
協力し、地域連携
を行いました。

目指したのは「街のリビング」 環境を変えることで来館のハードルを下げる取り組み

子供から高齢者までが集い、関係が生まれ、管理される場所から地域を元気にする拠点＝居場所へ成果

新たな相談事業の開催 売店等のリニューアル・
イートイン活用

申込不要での
講座開催

生涯大学とも良好な関係を構築中！

なんでも相談
スマホ相談
福祉電話

既存事業 新規事業

健康相談
就労相談

体操のあとのコーヒーが楽しみ自主活動の成果子どもが気軽に来館できるように

今後の展望

入職 育成 定着 活躍

多言化対応
母国語での研修
マニュアルの多言語化

外国籍職員も
キャリアアップを目指せる
環境の構築を目指します

キャリアアップ支援
平等に評価される仕組みづくり
「はるみ国際大学※」へ積極的に案内していく
※はるみ特養の教育担当が主催する外国人職員向け研修

相談窓口の整備
母国語で相談できるネットワークを構築
Slackで誰もがメンターに相談できる体制
重要なお知らせやイベント発信にも活用

29名が活躍！
外国人リーダー

異文化交流の推進
交流イベント開催（年8回）
日本文化の体験3ヵ国語に対応！

外国籍職員の退職要因として、相談できる環境が十分でないことが挙げられるため、定着に向けた支援を進める必要がある。

446名（2025年9月現在）
149名（2022年10月～2025年9月）

外国籍職員の定着には
環境と支援体制が重要

外国籍職員就労数
退職者数

離職要因の多くが【環境・関係性】に起因
日本語が不安 相談できない

Senang bisa ikut！
（参加できて良かった！）

月・火 5.5時間
睡眠時間

7.7時間水

8.8時間木・金

7時間土・日

平均的に睡眠が
とれるように!
転倒大幅減！

菜園活動、アロママッサージ
地域イベント参加
食事づくり・買い物外出
医師、本人相談し睡眠薬開始

権利尊重！

POINT!

転倒
増加！持病

過去6か月間に
対応したシャドウ・ワーク

医療機関付き添い 　軽微な家事 　支払い代行
スマホ操作の説明　　郵便物の確認・投函

ケアマネの100％がシャドウ・ワークを経験
一方で利用者の86％は保険外サービス
利用意向なし

（要介護4）M様

ラーメン
大好き!!!

自分らしさ

“幸せのカタチ”の実現

M様はラーメンを口にした
その日の午後にご逝去
されました

得られたもの

荒川区民、
介護事業者他対象者

参加人数 24名

私たちの中にあった迷い
ある“先生”との出会いが行動に繋がる
グリーフケアを知っていただく企画

持続可能なサロン運営への
確かな一歩となった

包括支援センターの継続的協力体制
必要な方へのサロンを周知

関係機関や区民への情報提供及び連携
支援者のフォロー体制や勉強会の実施

社会福祉　 協議会　 包括
商店街　 児童館

売店イートイン　 申込不要の大人の居場所
団体活動自主研究会

イベントの様子を
SNSで発信！

相談しやすい体制を
整えました！

初回

区内初！ 荒川包括のみの快挙
エリア拡大！ 区外からも受入可
喪失体験があれば誰でもOK！

5月

支援者

当事者

12月

周知強化

食事量 0割
8.6g/dl
1.3g/dl

37.8kg 48.8kg
3.3g/dl
11.9g/dl
10割

入所時 1年後

体重

ヘモグロビン値（貧血の状態）
アルブミン値（栄養状態）

数値が
改善！

重度貧血
治療拒否
食事拒否

“自分らしさを諦めないケア”を
組織文化として継続していく

「その人らしさを支える判断力の継承」
「想いに気づける職員を増やす」

UP!

インフォーマルサービスの整理 ケアマネの役割の周知の
必要性を共有

シャドウ・ワークの実態を共有
業務外サービスについて
自費化を検討
不足している社会資源の抽出

中野区多職種交流会
開催

緊急時対応のフローチャート・
緊急度別支援先一覧表作成

中野区 介護保険のしおりに
ついて検討

高 119（消防・救急）
110（警察）

医療機関、訪問看護、
地域包括支援センター、
電力会社、ガス会社

家族、友人、近隣の方、
よく行くお店、
民生委員　など

緊急度 連絡先

低

中
につながりました
中野区への提言

実践 提案

ケアマネだけが
抱え込まなくてよい
仕組みが必要
という声が

多く聞かれました

調査対象 中野区内ケアマネジャー・65歳以上ご利用者

時間的コスト9.5時間/月 （参考：厚生労働省調査）

行政・居宅・医療・介護事業所
など51名が参加

介護保険のしおりに
役割の明記が必要！

支援を受ける側から
支える側へ

就労相談 売店売上 申込不要
イベントの参加

175万円 770名
188万円
※4月～10月実績

2,967名

令和8年度 外国人リーダー 10名

令和8年度 はるみ国際大学入学者 15名

全体研修回数 16回／年

採用情報は
こちらから

新規開所施設紹介

～ひとりの時間から、だれかと笑える時間へ～ ～オレンジカフェから新たなカフェへの挑戦～
周防 知世・寺崎 美和
ひだまり友遊会館（老人福祉センターA型）
東京都世田谷区

周防が
ご報告
します！

常務理事賞4

重層的支援の視点から見る居場所づくりの実践

～ダイバーシティ委員会の実践と成果～
多文化共生

ファム ティミーハウ
特養事業部 ダイバーシティ委員会
東京都

ハウが
ご報告
します！

審査員長賞6

肥沼 孝弥・中村 明美・菊池 美奈子
荒川地域包括支援センター
東京都荒川区

菊池が
ご報告
します！

敢闘賞

心温まるグリーフケアの場

～権利保障に基づいたケア改善～
睡眠障害に対する支援

ビアンチ・岩本 聡美・大谷 沙織
渋谷区グループホーム つばめの里・本町東
東京都渋谷区

ビアンチが
ご報告
します！

敢闘賞

敢闘賞

敢闘賞

～沓掛流ケアはぴ術の紹介～

～介護保険外ニーズ調査と活用戦略～
ケアマネの業務過多をどう解消するか

山田 さくら・吉田 翔・岩田 葵
特別養護老人ホーム 沓掛ホーム
東京都杉並区

山田が
ご報告
します！

古田 朋恵・武藤 聖子・脇坂 祐子
中野地域包括センター
東京都中野区

脇坂が
ご報告
します！

幸せをカタチにするために


